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１１月第２例会プログラム 
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● ロータリーソング  四つのテスト 
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言行はこれに照らしてから 

１．真実か どうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるか どうか 

RI（国際ロータリー）の創立：1905（明治 38）

日 本のロータリー創立： 1 9 2 0 （ 大正 9 ）

四つのテスト 

 

RI会長 

 カール・ヴィルヘルム・ステンハマー

              秋を見上げて！ 



 

1. 会長挨拶 
  国際ロータリーより定款細則の変更等について連絡が来ております。 

 皆さんもホームページ等でご覧になっていると思いますが、組織の大幅変更の案が出ております。地区の 

案が出てきましたのが、10月末で、定款細則を見直すのにも土浦クラブとしては、12月の第一例会の総 

会で皆さんにお諮りし承認を頂き、そしていろいろ決めなければなりません。その様な関係から、この定 

款細則の変更については、日数的に厳しいので当面、次年度は現況の組織で動くその中で時間を見て定款 

細則等を見直し、それが可能であれば臨時総会等を開いて、皆さんのご承認を頂いて新しい定款細則のス 

タートをさせたいと思います。本日の理事会でも、その方向で進むと言うことで承認を頂いております。 

これは少人数のクラブに対して、こう言った組織の変更及び提案している中で出来た問題であります。土 

浦クラブとしては70人と言うことで、従来どおりの組織・委員会で十分に対応出来ますが、名称等変わ 

ったり、あるいは理事会の構成が変わったり、そう言ったところがございます。その辺を煮詰め臨時総会 

を開いて、皆さんにご提示をしてご承認を頂ければと思います。 

  それと、今月の末にＲＡＣの35周年がございます。本日もＲＡＣの若山会長が来て皆さんにお願いし 

ている様でございますが、親クラブとして皆さんで式典に多くの出席を宜しくお願いしたいと思います。 

2. 卓話「ロータリー財団月間に因んで」  ロータリー財団委員長  青木 孝之 
皆様こんにちは、今日は、ロータリー財団委員会の卓話とし

まして、自らの手作りにての例会にしようと思いますが、勉強

不足、準備不足の点が多々ありますので、そこのところは、賢

明なる皆様の友情にて、御理解と御容赦をお願い致します。 

ロータリー財団は、寄付を集めるのが役割と大半の方が思っ

ておられると思います。実際にはその通りなのですが、大切な

ことは、ロータリー財団の使命、ロータリー財団の成り立ち、

プログラムなどをクラブの会員の皆様に御理解していただく

ことだと思います。 

今日の例会では、財団の歩み、財団の財務、プログラム等を

お話して、会員の皆様と出来るだけ多くの知識をじっくりと共有したいと思っております。 

(1) ロータリー財団の使命 

  ロータリー財団の使命は、地域レベル、全国レベル、国際レベルの人道的文化交流プログラムなどを通して、

ロータリーの綱領とロータリーの使命を遂行し、かつ世界理解と平和を達成しようとする国際ロータリーの努

力を支援することであります。 

（2）ロータリー財団の歩み 

  ロータリー財団の父といわれるアーチ・クランフは貧しい少年時代を経て、オハイオ州クリーブランドで 16

才の時材木会社に就職し、材木会社を成功させ、銀行、汽船会社等の代表となる立志伝中の人物でした。 

1916～17年度国際ロータリーの6人目の会長に就任しました。その会長年度の1916年の大会で「ロータリー

が基金を創り、全世界的な規模で、慈善、教育、その他社会奉仕の分野で何か良いことをしようではないか」

と提案しました。最初の寄付は大会のホストクラブ、カンザスＲＣがアーチ・クランフ会長に贈答品を購入す

るため他のロータリークラブから金銭を募った剰余金 26 ドル 50 セントでした。続く数年間、クランフは一人

芝居をしているように感じたに違いないと思われます。というのはクランフが呼びかけて 6 年後の基金の残高

は700ドルに過ぎませんでした。 

1928 年のミネアポリスの大会で基金の名称がロータリー基金から、ロータリー財団に改称され、元ＲＩ会長

5人の管理委員が財団を運営することになり、このとき国際ロータリーとは別に管理することが規定されました。

しかし1932年の基金の残高はまだ5万ドルに過ぎませんでした。 

  この当時管理委員の一人であったアーチ・クランフは「我々はこの財団を今日、明日の時点ではなく何年、

何世紀の尺度で見つめるべきです。なぜなら、ロータリーは幾世紀にもわたる運動だからです」と述べており

ます。最初はアーチ・クランフの夢は全く夢に過ぎず、何の効果もなく年月を過ごしました。財 団は国際社

会に奉仕することを目指しましたが、ロータリアンの心に訴えることは出来なかったのです。 

  1947年1月27日にポール・ハリスがシカゴの自宅で亡くなりました。ロータリー財団はポール・ハリス記念

基金、一人10ドルを目安として呼びかけましたところ、翌年の7月までに130 万ドルの寄付が成されました。

 

先週の例会報告 



この基金を元に現在国際親善奨学金と呼ばれる奨学金が18名の奨学生に与えることが出来たのです。ロータリ

ー財団はアーチ・クランフが遙か昔に予測していた充実したプログラムに一夜にしてなったのです。 

1951年6月にアーチ・クランフは亡くなりましたが、自分の夢が実現され始めるのを目の当たりにすること

が出来ました。ポール・ハリス記念基金のお陰で財団は諸活動に携わり、ロータリーの理想を掲げるプログラ

ムを創設出来るようになりました。1951 年までに財団はアーチ・クランフが当初考えていたような、国際奉仕

に献身する団体に発展していたのです。 

（3）ロータリー財団のプログラム 

寄付金をお願いするにはそのお金を何に使うのかを理解することが大切です。ロータリー財団のプログラム

には大きく分けて３つあります。 

1.人道的プログラム   2.教育的プログラム  3.ポリオプラスプログラムです 

Ｅｖｅｒｙ Ｒｏｔａｒｉａｎ Ｅｖｅｒｙ Ｙｅａｒ 

毎年、あなたも100ドルを、あるいは毎年、すべてのロータリアンがと邦訳されています。 

このＥｖｅｒｙ Ｒｏｔａｒｉａｎ Ｅｖｅｒｙ Ｙｅａｒは昨年度の規定審議会で2006年まで推進するよう

決議されております。 

ロータリー財団のラビィッツア直前管理委員長が昨年度の国際協議会（現在のガバナーの研修会です） 

で 100 周年の年度に、財団で成功するためにと題して次のようなことを話しております。なぜ財団の寄付が必

要なのかに対して、財団の財源が減少しているこの時期に世界の困難のレベルが急激に増大していると言って

います。 

・今日の世界で、40億人もの人々が１日米価２ドル未満で生活しなければなりません。 

そのような極端な貧困において、推定6億から10億人は栄養失調で、毎日２万人が飢餓に関連した理由から

死亡しております。 

・安全な飲料水を欠く人が10億人いるため、発展途上国の人口の半数は汚染水を原因とする病気にか 

かっています。 

・世界人口の6分の1、ほぼ10億人はスラム街に住んでいます。 

・推定8億8千万人の成人が、その3分の2は女性ですが、読み書きが出来ません。 

・世界にはエイズ患者が 4200 万人います。その他にも数百万人が結核、マラリア、その他の感染症に罹って

います。 

・世界で20 件以上の深刻な武力紛争が進行しており、30 万人もの子供が兵士として戦場に送られています。

これらの紛争の結果、3700万人が自国で流民となり、また他国で難民となっております。これらが私たちの

正視しなければならない現在と未来の現実です。 

ロータリー財団の目標である博愛、慈善、教育又は人道的という特質を持つ明確かつ効果的なプログラムの

促進を通じて様々な国の国民の間に理解と友好的関係を続けるためには、私たちロータリアンは寄付という行

為を毎年続け、プログラムに関心を持つことが必要と思っています。 

さて最期になりましたが、今日の例会にてロータリー財団をすべて御理解頂けたでしょうか。これをきっか

けに、皆様に100ドル以上の寄付を頂きまして、なお一層ロータリー財団と土浦ロータリークラブの存在と意

義を高めて行きたいと思いますので、皆様の御理解と御協力を宜しくお願い申し上げます。 

3.  幹事報告   

第5回理事会報告（平成17年11月10日） 

 ①ＣＬＰ導入とそのプランに沿った、クラブ細則の改訂の件 

  定款・細則を見直し臨時総会を開いた上でスタートする。 

 ②海老原会員よりの出席規定適用免除申請書が、本日の理事会で承認されました。 

 ○本日、青木さんが卓話で使用されるプロジェクターは海老原会員より寄贈されたものです。映りも抜群 

と思います。ありがとうございます。 

 ○御礼の通知が2件届いております。 

 ・土浦市長より 第20回健康祭り参加の御礼 ・萩原ガバナーより 第11回親善野球大会参加御礼 

4.  委員会報告 

 ○出席委員会  優良出席卓表彰 ＜10月＞ 役卓（97.5％） 

   山本・鈴木・臼田・円城寺・河合・羽方・萩原・倉持・菊池・小倉(10名) 



 寄付金報告  ロータリー財団  

金   額 
受付日 氏  名 

ドル 円 
累計(ドル) 

10/27 沼尻 正信 1,000 112,000 ﾍﾞﾈﾌｧｸﾀｰ⑦ 

11/10 山本 和男 1,000 112,000   〃 ① 

11/10 佐藤 二郎 500 56,000 4,680 

11/10 川田 喜一 200 22,400 5,480 

11/10 大槻 利夫 200 22,400 3,400 

11/10 飯山 孝之 200 22,400 1,200 

11/10 堀越 恒夫 200 22,400 2,750 

11/10 塚本 幸夫 100 11,200 1,150 

11/10 坂本 史郎 100 11,200 2,250 

11/10 渡辺 俊樹 100 11,200 2,150 

11/10 倉持 武久 100 11,200 2,250 

11/10 円城寺紘征 100 11,200 1,850 

11/10 鶴田 一郎 100 11,200 1,100 

11/10 萩原 英彦 100 11,200 2,950 

11/10 奥井聰太郎 100 11,200 4,750 

 計 4,100 459,200  

           7月～累計 5,100ドル  571,200円 

 寄付金報告  米山奨学金 

受付日 氏  名 金 額 累 計(円) 

10/27 堀越 恒夫 30,000 480,000

10/27 竹中 広夫 30,000 410,000

10/27 岩瀬 市朗 30,000 350,000

10/27 木村 芳弘 30,000 570,000

10/27 大槻 利夫 30,000 990,000

10/27 小松崎幹雄 30,000 930,000

10/27 小野 慶一 30,000 780,000

 計 210,000 

7月～累計 1,530,000円 

 にこにこＢＯＸ  

11/10  113,000円  累計 900,000円  

◎青木君～『ロータリー財団とは何でしょうか』のテーマにて会員の皆様と共に知識と理解を深め、又 

その国際的な意義を尊重すべく皆様と共に今後に備えて行きましょう。 

◎渡辺(俊)君～結婚30周年11/3～11/8 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ｼﾄﾞﾆｰ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄと30年振りの新婚旅行？でした。 

○山本会長～海老原雄一会員よりプロジェクターを寄贈して頂きありがとうございます。 

◎誕生祝～黒田君・小野君・銭谷君・大場君・飯山伊美子様・萩原卓子様・沼尻藤枝様・倉持里和子様・ 

小倉直子様・太田ふみ子様 

◎結婚記念祝～小野君・佐藤君・小網君・青木君・池田君・鈴木君・辻君・大場君・井坂君・渡辺(俊)君 

 メークアップ  

鶴田（10/27 下妻）、高橋（10/27 土浦紫峰）、小倉・中桐（11/1 土浦南） 

青木・石川・磯・岩瀬・臼田・円城寺・太田・大槻・河合・菊地・菊池・黒田・坂本(榮)・鈴木・竹中・ 

塚本・辻・沼尻・萩原・廣瀬・堀越・松浦(正)・森内（11/13 霞ケ浦総合公園 清掃） 

 出席報告  

会員 欠席 出席免除 出席率 

70名 12名 12名 79.31％ 

 

★本日のメニュー★ 

椀    鮭と野菜の白味噌仕立て 

ー六角弁当にてー 

刺し身  まぐろの山かけ 

煮 物  菊花かぶら 菊花とかに身のあんかけ

揚げ物  蓮根の肉詰めてんぷら 野菜揚添えて

飯    白飯 

誕生祝(11月) 

結婚記念祝(11月)

 例会予告  

11/24 「年末、年始の掛けての株価動向」水谷 賢会員

12/1 「年次総会」｢米山奨学生報告｣ 


